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感性・イメージ表現(2000018)

感性・イメージ表現(71102)
吉岡隆之　北村義博
後期 2  選択
集中

■授業の目標・概要
絵画、造形、音楽、光のアート、身体表現などの芸術表現を通して、感動を伴って自らの感性・イメージを表現することは、「感

性や身体性の気づき（回復・開発）」「集中力」「積極性」「満足感」「情緒の安定」などのポジティブな情動や意志を培い、自

己受容や癒しにもつながる。また、こうした芸術表現は、子どもから高齢者まで、病気や障害をもつ人を含めて広い範囲の人々が

行える表現活動である。本講義では、芸術表現を通して自らの感性・イメージを表現する方法を学ぶとともに、保健・医療・福祉

・教育・スポーツなどの現場での実践例や効果についても学習し、対人援助に応用する方策について模索する。 

※演習（講義16時間、演習14時間）

■学習の到達目標
１．芸術表現を通して自らの感性・イメージを表現する方法に関する理論と実践について理解する。 

２．保健・医療・福祉・教育・スポーツなどの現場における感性・イメージ表現に関する実践例や効果について学び、対人援助に

応用する方策を身につける

■授業方法・形式
授業は講義と演習をおりまぜて行い、適宜、デジタル教材等を活用し、グループワークも取り入れる。また、授業内容に関する小

課題の提出を求める。授業内容に関する積極的な意見の発表、発言などを奨励する。

■授業計画
第 1回　光と音楽と絵画の統合芸術による感性・イメージ表現（講義） 

第2回　保健・医療・福祉・教育・スポーツなどの現場における感性・イメージ表現に関する実践例と効果、対人援助への応用な

ど（講義） 

第 3～ 6回　抽象絵画，光，音楽を融合した芸術表現：①抽象絵画（スライド）の制作（講義・演習） 

第 7～10回　抽象絵画，光，音楽を融合した芸術表現：②衣装の制作（講義・演習） 

第11～15回　抽象絵画，光，音楽を融合した芸術表現：③統合芸術発表・考察（講義・演習）

■成績評価の基準
芸術表現（制作・発表・考察）50%、授業への取組（積極的発言、発表など）40％、小課題10％

■授業時間外の課題
授業内容に関する課題を課し、自己学習（復習・予習）を促す。

■メッセージ
やさしい気持ちできてください。（北村） 

自らの感性・イメージを表現し、自分らしさに気づいてください。（吉岡）

■教材・教科書
教材費として1人2,000円程度必要（受講者が自己負担）。 

特定のテキストは使用せず、授業内容に関する資料等を配付する。

■参考書
参考図書、参考文献等については適宜、情報を提供する。


